
愛
す
る
狛
江
、未
来
の
た
め
に（
パ
ー
ト
10
）

①
和
泉
多
摩
川
駅
か
ら
京
王
線
各
駅
に
新
規
バ

ス
路
線
拡
充
を
６
月
の
定
例
会
で
要
望
し
た
が

そ
の
後
の
経
過
状
況
は
②
バ
ス
路
線
を
拡
充
出
来
な

い
理
由
は
③
民
間
バ
ス
路
線
拡
充
が
難
し
い
な
ら
ば

こ
ま
バ
ス
を
京
王
線
各
駅
ま
で
延
伸
出
来
な
い
か
④

和
泉
多
摩
川
地
域
活
性
化
の
た
め
に
今
後
実
現
可
能

か
⑤
平
成
30
年
実
施
さ
れ
る
「
狛
江
・
多
摩
川
花
火

大
会
」
の
概
要
は
⑥
和
泉
多
摩
川
地
域
活
性
化
に
つ

い
て
市
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

①
現
在
も
バ
ス
事
業
者
へ
要
望
し
て
い
る
②
関

係
機
関
と
の
調
整
で
解
決
す
べ
き
こ
と
が
あ
る

③
現
行
の
運
行
間
隔
の
維
持
ま
た
は
別
ル
ー
ト
の
設

定
は
車
両
の
増
、
運
転
手
確
保
な
ど
経
費
が
増
と
な

る
④
引
き
続
き
バ
ス
事
業
者
に
実
現
に
向
け
て
調
整

し
て
い
く
⑤
平
成
30
年
８
月
８
日
実
施
。
打
ち
上
げ

場
所
は
、
多
摩
川
緑
地
公
園
グ
ラ
ン
ド
。
打
ち
上
げ

発
数
５
０
０
０
発
⑥
和
泉
多
摩
川
駅
発
着
の
南
北
交

通
の
利
便
性
向
上
が
欠
か
せ
な
い
。

第４回定例会では、12月４日、５日、７日、８日の４日間にわたり21人の議員から一般質問が行われました。
各議員の主な質問と答弁を要約して掲載します。

①
犯
罪
行
為
等
は
別
と
し
て
公
務
員
は
反
社
会

的
行
為
を
し
た
時
は
、
懲
戒
処
分
さ
れ
る
。
公

人
は
法
律
や
条
例
に
そ
の
記
載
は
な
い
と
考
え
て
良

い
か
②
国
の
情
報
公
開
法
は
「
非
公
開
事
由
」
に
該

当
し
な
い
限
り
開
示
で
、
該
当
し
て
も
「
公
益
性
」

が
高
い
場
合
は
公
開
。
狛
江
市
情
報
公
開
条
例
は
。

①
地
方
公
務
員
法
第
29
条
に
基
づ
く
懲
戒
処
分

は
一
般
職
が
対
象
。
特
別
職
に
つ
い
て
直
接
適

用
は
な
い
②
狛
江
市
情
報
公
開
条
例
に
お
い
て
は
、

公
益
上
の
理
由
に
よ
る
裁
量
的
開
示
に
関
す
る
規
定

は
な
い
の
で
、
当
て
は
ま
ら
な
い
と
考
え
る
。

①
「
都
市
農
業
振
興
基
本
計
画
」
を
踏
ま
え
、

都
市
農
地
の
賃
借
の
円
滑
化
を
求
め
た
法
律
案

が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
②
社

会
人
の
ひ
き
こ
も
り
者
を
対
象
に
農
作
業
を
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
か
ら
の
出
口
が
見

つ
か
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

①
生
産
緑
地
内
農
地
の
貸
借
を
可
能
と
す
る
法

律
案
。
借
り
受
け
る
側
は
基
準
に
適
合
す
る
事

業
計
画
等
が
必
須
要
件
。
農
業
委
員
会
の
承
認
必
要

②
心
身
の
健
康
面
に
つ
い
て
は
、
農
業
は
大
き
な
効

果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
認
識
。

①
全
国
の
自
治
体
で
４
番
目
、
東
京
都
内
で
も

三
鷹
市
の
次
に
汚
水
１
０
０
％
の
下
水
道
を
整

備
し
た
狛
江
市
、
そ
の
歴
史
は
②
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

利
用
し
た
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
の
取
り
組
み
は
③

下
水
道
管
の
寿
命
は
50
年
と
言
わ
れ
る
が
修
繕
の
必

要
性
は
④
少
子
高
齢
化
に
よ
る
将
来
人
口
減
少
が
見

込
ま
れ
る
中
、
下
水
道
使
用
料
収
入
の
減
少
対
策
は

⑤
効
率
的
な
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
く
う
え
で
、
外

部
委
託
等
に
よ
る
民
間
活
力
の
活
用
は
。

①
高
度
経
済
成
長
期
の
急
激
な
都
市
化
の
進
行

に
伴
い
、
昭
和
44
年
に
狛
江
市
公
共
下
水
道
計

画
を
策
定
、
工
事
を
開
始
し
、
昭
和
54
年
３
月
に
完

了
②
平
成
27
年
度
か
ら
安
安
丸
を
用
い
た
デ
ザ
イ
ン

マ
ン
ホ
ー
ル
を
狛
江
駅
北
口
に
８
カ
所
設
置
③
今
後
、

修
繕
の
必
要
性
は
高
ま
る
と
想
定
④
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
現
状
の
下
水
道
使
用
料
で
問

題
無
い
こ
と
を
確
認
⑤
公
益
財
団
法
人
東
京
都
都
市

づ
く
り
公
社
等
を
活
用
。

農
業
の
チ
カ
ラ
で
新
し
い
福
祉
を

公
人
の
個
人
情
報
に
つ
い
て

①
平
成
28
年
度
特
定
健
診・保
健
指
導
の
実
施

率
に
つ
い
て
②
電
話
勧
奨
を
行
い
受
診
状
況
確

認
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、効
果
と
未
受
診
の

理
由
、対
策
は
③
人
工
透
析
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ

た
場
合
、年
間
医
療
費
は
５
０
０
万
円
か
か
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。糖
尿
病
重
症
化
予
防
の
取
り
組
み
は
。

①
特
定
健
診
受
診
率
49・１
％
、
特
定
保
健
指

導
の
実
施
率
18・６
％
②
電
話
勧
奨
に
よ
る
受

診
率
は
22・３
％
。
未
受
診
の
理
由
の
多
く
は
か
か

り
つ
け
医
で
の
定
期
的
な
受
診
。
生
活
習
慣
病
に
着

目
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
意
識
啓
発
を
図
る
③

重
症
化
予
防
が
見
込
め
る
方
に
保
健
指
導
を
実
施
。

①
日
程
変
更
と
な
っ
た
総
合
防
災
訓
練
は
ど
の

よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
②
災
害
対
策
本
部
運

営
訓
練
に
つ
い
て
そ
の
目
的
、
成
果
、
課
題
は
③
庁

舎
の
避
難
訓
練
に
は
職
員
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
は
あ
る
の
か
④
庁
舎
の
自
衛
消
防
隊

と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
、
ま
た
は
ど
の
よ
う
に
編

成
さ
れ
て
い
る
の
か
⑤
市
内
公
共
施
設
の
避
難
訓
練

の
実
施
状
況
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
有
無
に
つ
い
て
⑥
体

に
感
じ
る
よ
う
な
地
震
が
あ
っ
た
場
合
、
地
域
セ
ン

タ
ー
･
公
民
館
･
市
民
体
育
館
で
は
利
用
者
に
そ
の

情
報
を
放
送
等
で
提
供
し
て
い
る
か
⑦
行
政
防
災
無

線
定
時
放
送
の
時
間
変
更
に
つ
い
て
の
検
討
内
容
と

は
⑧
各
通
学
路
に
お
け
る
自
動
車
・
自
転
車
の
ス

ピ
ー
ド
対
策
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
⑨
教
育
委
員

会
の
現
状
の
通
学
路
事
情
へ
の
所
見
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
⑩
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
免
許
自
主

返
納
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
と
そ
の
効
果
は
。

①
避
難
所
開
設
訓
練
と
同
時
に
災
害
対
策
本
部

訓
練
も
実
施
②
発
災
直
後
の
初
動
体
制
を
意
識

し
た
想
定
で
実
施
。発
災
後
30
分
以
内
に
参
集
し
得
る

職
員
の
把
握
、本
部
員
不
在
時
の
体
制
確
認
等
。情
報

集
約
の
点
で
態
勢
確
立
が
課
題
③
消
防
計
画
に
役
割

分
担
を
明
記
。名
札
カ
ー
ド
裏
面
に
役
割
等
を
記
載
、

携
行
④
初
期
活
動
や
応
急
対
策
を
円
滑
に
行
い
、利

用
者
等
の
安
全
確
保
。本
部
隊
及
び
各
フ
ロ
ア
に
地
区

隊
を
編
成
⑤（
あ
い
と
ぴ
あ
）マニュア
ル
は
な
い
が
被
害

想
定
の
も
と
、実
施（
地
域
セ
ン
タ
ー
）年
２
回
実
施
。マ

ニュア
ル
は
な
い
が
、消
防
計
画
あ
り（
公
立
保
育
園
、学

童
保
育
所
、児
童
館
）防
災
マニュア
ル
を
作
成
し
訓
練

実
施（
公
民
館
、学
校
、市
民
総
合
体
育
館
）毎
年
訓
練

実
施
、消
防
計
画
や
マ
ニュ
ア
ル
作
成
⑥（
地
域
セ
ン

タ
ー
）今
後
館
内
放
送
で
の
誘
導
実
施（
市
民
総
合
体

育
館
）指
定
管
理
者
が
実
施（
公
民
館
）館
内
放
送
を

使
用
し
情
報
提
供
⑦
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
結
果
を

踏
ま
え
変
更
せ
ず
⑧
路
面
表
示
や
看
板
設
置
⑨
防
げ

る
事
故
は
防
ぐ
た
め
交
通
安
全
確
保
の
取
り
組
み
推

進
⑩
狛
江
市
観
光
協
会
推
奨
商
品
な
ど
を
進
呈
。返

納
が
少
な
い
た
め
工
夫
し
て
周
知
。

安
心
安
全
に
つ
い
て

①
「
風
通
し
の
良
い
職
場
」
の
定
義
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
様
々
な
職
場
で
実
践
し
て
き

た
の
か
②
上
司
が
思
う
風
通
し
の
良
い
職
場
が
部
下

と
一
致
し
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
が
ど
う
か
③
他
自

治
体
で
昇
任
試
験
受
験
者
が
減
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

他
自
治
体
を
参
考
に
対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

①
職
員
同
士
、
部
下
か
ら
上
司
に
対
し
て
も
意

見
を
出
し
や
す
い
環
境
。
人
事
評
価
で
３
回
面

談
を
実
施
等
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
要
視
②
一

方
的
で
な
く
、
部
下
か
ら
も
実
感
で
き
る
職
場
づ
く

り
が
必
要
③
対
象
年
齢
引
下
げ
や
資
質
能
力
あ
る
職

員
が
最
大
限
力
を
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
。

国
保
優
良
自
治
体
を
支
援

①
公
共
施
設
整
備
計
画
で
の
郷
土
史
料
に
関
す

る
検
討
状
況
は
②
多
く
の
郷
土
史
料
は
旧
第
四

小
学
校
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
郷
土
史
料
の
保
管

さ
れ
て
い
る
教
室
以
外
は
現
在
使
わ
れ
て
い
な
い
。

旧
第
四
小
学
校
の
教
室
で
の
郷
土
史
料
の
展
示
な
ど

は
可
能
か
。

①
一
定
規
模
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
が
必
要
な
た
め
、

財
政
状
況
等
も
勘
案
し
な
が
ら
引
き
続
き
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
②
建
物
の
劣
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
、
耐
震
改
修
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
困

難
と
考
え
て
い
る
。

狛
江
市
下
水
道
総
合
計
画
に
つ
い
て

郷
土
史
料
の
保
存
と
活
用

人
財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

①
近
隣
住
民
と
保
育
園
の
問
題
は
「
保
育
の
あ

り
方
」
に
影
響
を
与
え
る
調
査
結
果
が
あ
る
が

市
の
所
見
は
②
保
育
園
の
騒
音
が
、
少
子
化
原
因
の

可
能
性
を
指
摘
。
折
り
合
い
を
図
る
に
は
③
建
設
計

画
反
対
の
９
割
が
騒
音
へ
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
が
。

①
想
定
だ
が
、
遊
び
が
制
限
さ
れ
運
動
能
力
の

低
下
な
ど
成
長
へ
の
影
響
が
心
配
②
地
域
の
方

に
保
育
園
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
顔
と
顔
の

見
え
る
関
係
の
構
築
を
し
て
い
く
③
保
育
施
設
整
備

に
お
い
て
、
近
隣
住
民
の
方
と
合
意
形
成
を
図
る
。

保
育
施
設
の
騒
音
問
題
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